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問
ゴ
ミ
の
集
積
所
か
ら
資
源
ゴ
ミ

の
持
ち
去
り
が
あ
る
と
聞
き
ま

す
が
、
持
ち
去
り
禁
止
条
例
制
定
の
考

え
は答

市
内
の
ゴ
ミ
集
積
所
か
ら
ア
ル

ミ
缶
が
持
ち
去
ら
れ
る
事
例
が

発
生
し
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
職
員
が

金
物
指
定
日
に
毎
朝
各
地
区
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
持
ち
去
り
禁
止
の
看
板
を

設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
警
察
や
町
内
会
と
情
報
共

有
を
は
か
る
な
ど
予
防
と
取
り
締
ま
り

の
両
面
か
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

条
例
で
罰
則
規
定
を
設
け
る
た
め
に

は
、
集
積
所
に
出
さ
れ
た
資
源
ゴ
ミ
の

所
有
者
が
誰
な
の
か
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
り
、
市
の
所
有
物
に
す
る
こ
と

は
今
の
状
態
の
ま
ま
で
は
、
か
え
っ
て

マ
ナ
ー
の
低
下
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

市
民
も
含
め
市
全
体
で
持
ち
去
り
を
許

さ
な
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
市
は
、
今
ま
で
以
上
に
ゴ
ミ
出
し

ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
を
は
か
り
、
引
き

続
き
持
ち
去
り
防
止
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問
人
口
減
少
、
特
に
働
く
世
代
の

減
少
に
対
す
る
市
の
考
え
は

答
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
と
し

て
、
ま
ず
、
行
政
活
動
の
効
率

化
な
ど
に
取
り
組
み
つ
つ
、
市
民
へ
の

安
心
安
全
の
提
供
、
少
子
化
対
策
、
健

康
・
福
祉
の
充
実
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
な
ど
に
努
め
、「
住
ん
で
よ
し

の
御
前
崎
市
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
市

内
へ
の
定
着
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
人
口
増
加
に
向
け
て
は
、
若
者
、

女
性
、
高
齢
者
、
外
国
人
及
び
障
が
い

の
あ
る
人
な
ど
、
働
き
た
い
誰
も
が
活

躍
で
き
る
社
会
の
構
築
が
重
要
で
す
。

企
業
、
団
体
、
市
民
及
び
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
働
き
方
改
革
に
取
り
組
み
、

労
働
条
件
の
改
善
や
Ｕ
・

タ
ー
ン
就

職
の
促
進
な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
に
は
特
効
薬
は
あ
り

ま
せ
ん
。人
口
の
定
着
と
流
入
拡
大
は
、

教
育
、
健
康
・
福
祉
、
産
業
、
市
民
生

活
な
ど
の
様
々
な
施
策
と
関
係
者
の
協

働
に
よ
り
徐
々
に
効
果
が
現
れ
る
も
の

で
す
。
引
き
続
き
、「
総
合
計
画
」
並

び
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
成
年
後
見
制
度
は
、
平
成
12
年

に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。
少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
認
知
症

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
成
年
後
見
制
度

の
利
用
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が

市
の
対
応
は

答
27
年
度
に
お
け
る
市
の
介
護
認

定
者
１
、２
６
５
人
の
内
、
認

知
症
と
の
診
断
を
う
け
た
方
は
４
０
８

人
で
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
32
％
で

あ
り
、
３
人
に
１
人
が
認
知
症
と
い
う

状
況
で
し
た
。
介
護
認
定
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
認

知
症
高
齢
者
は
更
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
認
知

症
や
障
が
い
に
よ
り
、
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
が
、
経
済
的
な
不
利
益
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
福
祉
課
障
が
い
支

援
係
が
窓
口
と
な
り
、
成
年
後
見
制
度

の
周
知
や
相
談
支
援
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

て
、
本
人
や
家
族
な
ど
に
対
し
制
度
利

用
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
専

門
職
後
見
人
は
、
制
度
利
用
者
の
増
加

に
伴
い
不
足
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
29
年
度
か
ら
御

前
崎
市
・
掛
川
市
・
菊
川
市
の
行
政
と

社
会
福
祉
協
議
会
の
担
当
者
が
集
ま
り

広
域
的
か
つ
計
画
的
に
市
民
後
見
人
が

育
成
で
き
る
よ
う
、
先
進
事
例
を
参
考

に
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。　

問
市
民
後
見
人
と
し
て
の
活
動
が

で
き
る
ま
で
の
過
程
は

答
国
の
モ
デ
ル
研
修
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
50
時
間
の
研
修
を

受
け
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
監
督
支
援

の
下
、
１
年
か
ら
２
年
実
務
経
験
の
研

修
期
間
を
経
て
市
民
後
見
人
と
し
て
の

適
性
審
査
を
行
っ
て
選
抜
を
し
ま
す
。

一 般 質 問

櫻井　勝

成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

・

一 般 質 問

植田浩之

ゴ
ミ
集
積
所
か
ら
の

　

資
源
ゴ
ミ
持
ち
去
り
に
つ
い
て

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

・・


